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［Chapter 1］
神経診察へのいざない
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168 日常診療で機能性神経障害を想起するために	 下畑享良

［Chapter 2］
意識，高次脳機能，自律神経

172 意識障害	 藤本　茂
177 失神	 尾崎雄一 ほか
183 構音障害	 前田哲也
188 失語，高次脳機能障害（無視，失行など）	 大槻美佳
195 物忘れ	 坂下泰浩・小野賢二郎
200 睡眠障害	 鈴木圭輔 ほか
206 膀胱直腸障害
	 問診・視診から緊急性と病態を見抜く	 中島一郎

［Chapter 3］
脳神経

209 眼瞼下垂	 村井弘之
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［Chapter 4］
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240 繰り返す脱力（易疲労含む）	 作田健一
246 動作緩慢	 渡辺宏久 ほか
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252 ふるえ（不随意運動とけいれん）	 波田野　琢
258 歩行障害（間歇性跛行，易転倒含む）	 正路大樹・村上秀友
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276 感覚障害（四肢体幹の痛み・筋痛含む）	 海田賢一・本郷　悠

著者ならびに出版社は，本誌に記載されている内容について最新かつ正確であるよう最善の努力をしております．しかし，臨床検査，薬剤の情報，
および治療法などは，医学の進歩や新しい知見により変わる場合があります．また，誌面の都合上，一部解説を省略させていただいている箇所もござ
います．実際の診療にあたっては，最新の添付文書などの情報を併せてご参照くださいますようお願いいたします．
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